
【様式３-１】 

 

公益財団法人 樫の芽会 御中 

伴走型就学・学習支援活動助成 実施報告書 

【団体の概要】 ① 作成日 令和 6 年 5 月 22 日 

② 法人・団体名 一般社団法人 慈有塾 

③ 所 在 地 
〒206-0011 

東京都多摩市関戸 4-24-7 第 16 通南ビル 5F-B 

④ 責任者氏名 高木 実有 （役職名等） 代表理事 

⑤ 担当者氏名 宮道 敬 （役職名等） - 

【奨学活動の概要】 

⑥ 助成交付決定番

号 
R05-019 ⑦ 助成金額 50 万円 ⑧ 申請カテゴリー D 

⑨ 奨学活動名 高卒認定資格や大学受験を目的とした学習支援・無料塾事業 

⑩ 主な実施場所 多摩市・葛飾区 

⑪ 活動内容とその成果の概要（詳細は【様式３-２】又は別添資料にて記載・説明ください。） 

・通常授業 

高校生 3 名、その他 16 名の生徒に高卒認定試験及び大学受験を目的とした学習支援を提供しました。高

卒認的試験を受けた生徒は、全科目合格や一部科目合格を果たしました。 

・高卒認定対策集中講座 

ゴールデンウィーク講座、古文漢文講座、秋季講習会を開催し、高卒認定試験の対策に取り組みました。

また、1 日講師として学生が 2 名、無料塾事業を体験する場になりました。 

・葛飾教室のリニューアル開校 

2024 年 1 月に、葛飾区四つ木の大森マンションにて開校しました。江戸川区の母子家庭施設から 2 名入

塾し授業を行なっております。 

・啓発活動 

恵泉女学園で無料塾に関する講演会、青山学院大学で無料塾に関する講演会、一般社団法人多摩循環型エ

ネルギー協会主催のセミナーを行いました。 

⑫奨学活動の定量的把握（注：統計情報として参考まで把握するものです。活動成果等は上段⑪及び様式３-２等でご報告願います。） 

支援対象 
延べ人数 

（Ａ：人） 

平均時間 

（Ｂ：時間） 

活動量 

（ＡｘＢ） 
備考・補足 

中学生等 0 0 0  

高校生等 25 1.5 30 通信制高校通学 

大学生等 0 0 0  

学習支援員等 0 0 0  

その他 120 3 360 
中卒の 16〜35 歳(高卒認定 16 人、大学受験 1

人/重複あり) 

合  計 390  

⑬その他の定量的な数値（任意） 



【様式３-２】 
令和 6 年度 伴走型就学・学習支援活動助成 実施詳細報告書 

奨学活動名：高卒認定資格や大学受験を目的とした学習支援・無料塾事業 
    法人・団体名：一般社団法人 慈有塾 

作成者氏名：      宮道 敬 

 

１．取り組んだ課題や実践した目的・実施内容について 
①生徒に関する課題 
「貧困の負の連鎖を学習支援からアプローチ」 
今日の日本において、99%が高校進学しますが、残りの 1%は中卒という状況にあります。その 1% に
該当する若者たちを支援することは、民間の営利組織では難しいのが現実です。そこを補うべく、学習
支援を行う非営利団体が必要であり、我々は最低限必要な高卒認定試験や大学、専門学校の受験勉強 
の個別指導に取り組みました。また慈有塾では、高卒認定資格取得後、大学進学を希望する生徒が増え
つつあります。ただ、大学進学となると、適切な努力(継続・自己管理など)を実践する必要があります。
慈有塾の生徒は、様々な背景を持つ生徒が多く、適切な努力を実践していく経験は初めてという人が多
いのが事実です。一人一人の特性に合わせた適切な学習支援や心身のマネジメント、気晴らしの機会を
提供も取り組みました。 
 
②若者の担い手に関する課題 
「大学生に無料塾に携わる機会提供 (アルバイト雇用・1日講師)」 
今まで、講師陣は、40 代以上の企業勤めの方に、ボランティア(無償)として従事して頂いていました。
しかし近年は、大学のボランティア団体でも無料塾のような地域の子どもたちへの学習支援活動を展開
しており、学生自身が担い手として活動することの需要が高まりつつあると考えられます。 そこで、慈
有塾では、福祉・教育分野に興味があり、将来的にそれらの分野に従事することを強く望んでいる学生
を有償で雇用しました。支援対象者である若者を支援することはもちろんのことですが、支援の担い手
となる若者を育成することも大事なことであると考えています。2023 年には、学生を新たに 1 人アル
バイトで雇い(現在合計 3名の学生が従事)、また学生 2人を講師として 1日無料塾事業インターンとし
て参加していただきました。また、慈有塾の生徒にとって、歳の近い若者が講師であることから、良き
ロールモデルとして講師を見ている生徒が多く、両者にとっても好循環が生まれています。慈有塾は、
今後も両若者の支援・育成にも力を入れていくことが目標の 1つです。 
 
 
２．実施した奨学活動の詳細 
① 通常授業 
週１回１コマ90分を基本とした授業で、高卒認定資格や大学受験に向けた学習支援に取り組みました。
場所は多摩教室もしくは葛飾教室のいずれかで生徒が通いやすい方で行いました。2023 年度の多摩・
葛飾の両教室の生徒数は、高校生 3人、その他（中卒の 16〜30歳台）16人で、高卒認定試験と大学受
験に向けて学習に取り組みました。 



 多摩教室授業 
 
②高卒認定対策集中講座 
慈有塾では、高卒認定試験の対策に向けて、集中講座を年２〜３回開催しています。集中講座は、全

科目の勉強を網羅できるよう、高卒認定試験で取り扱う８科目の講座を開き、集団授業で行なっていま
す。2023年度は、ゴールデンウィーク高卒認定対策講座（2023/5/4開催）、高卒認定古文漢文対策講座
（2023/10/15,21）、秋季高卒認定対策講座（2023/11/26,28,29）を実施しました。 
 ゴールデンウィーク高卒認定対策講座では、青山学院大学の南部玄孝さんを 1日講師として招き、生
徒ともに学習を取り組んでいきました。秋季高卒認定試験対策講座では、早稲田大学の澤田ヒカリさん
を 1 日講師として招き、生徒ともに学習を取り組んでいきました。手伝っていただいた両学生ともに、
福祉・教育・心理の分野に興味を持つ学生であり、大学の授業にはない、現場経験を提供することが出
きました。 

 
高卒認定試験対策秋季講習（ボランティア講師と学生アルバイト講師による学習支援） 
 
 
 
 
③葛飾教室のリニューアル開校 
 コロナ禍により一時中断していた葛飾教室を2023年4月より葛飾の公共施設である「にこわ新小岩」
のフリースペースにて再開しました。その後、2024 年 1 月より葛飾区四つ木の「大森マンション」を
賃貸契約し、葛飾教室をリニューアル開校しました。現在は、2 名の生徒が在籍しています。2 名とも
江戸川区の母子家庭支援施設からの紹介であり、今後も他の支援団体との連携を拡充していきます。 



 
葛飾教室授業（学生アルバイト講師による学習支援） 
 
 
 
④啓発活動 
 2023 年度は啓発活動として、「恵泉女学園大学で無料塾事業の講演会（代表 髙木、現生徒 1 名が登
壇）」、「青山学院大学にて無料塾事業及び慈有塾の活動に関する講義（葛飾教室長 宮道）」が行われまし
た。また、「無料塾シンポジウム全国大会 2023」への参加や「一般社団法人多摩循環型エネルギー協会
主催のセミナー」など意見交換の場や地域への啓発活動も取り組みました。 

 
無料塾シンポジウム全国大会 2023（葛飾教室長宮道 登壇） 
 
 
⑤地域や他団体との協力 
 食関連の支援として、「認定 NPO法人おてらおやつクラブ」さんや「八王子フードバンク」さんから
頂いた食品や、「多摩ニュータウンキリスト教会オリーブきっちん」さん手作りのお弁当を生徒に配布
をしています。食品寄付については、両団体とも不定期（大体、月２くらいで食品寄付がある）、お弁当
については月１で配布という頻度になっています。 
 催し物として、「東京みなみワイズメンズクラブ」の方々と合同でクリスマス会が 12月 5日に開かれ
ました。生徒にとって、大人数でのイベント交流会は良い機会でした。また、「東京みなみワイズメンズ
クラブ」の方々は、採れたてお野菜の寄付などのサポートも定期的にして下さっており、慈有塾スタッ
フや生徒ともに日頃の支援の感謝を伝えることができつつ、人の温かみを実感できるものでした。 



 3月には「ひらけ、PEACE！」さんと一緒に、地域の小学生と慈有塾の生徒を連れ多摩動物公園へ行
ってきました。「子供に社会経験を、保護者の方に自由な時間を、大学生に自己成長の機会を提供する」
をモットーに活動しており、慈有塾の生徒も一緒に楽しんで子供たちと動物園を見回っていました。 
 

       
クリスマス会様子（宮道、髙木）生徒も出席    おてらおやつクラブを通じた食品寄付を貰う生徒 
 
 

         
オリーブきっちんのお弁当               「ひらけ、PEACE！」コラボ 

 
 
３．本活動から得られたもの、反省点、課題、今後への発展性、等 
〈得られたもの〉 
現在、慈有塾に在籍している生徒に学習支援を滞りなく提供できたことはもちろんですが、学生アル
バイトの講師が増えたことにより、歳の近い 20 歳前後の生徒は活気づいたり、素でいられる場面が増
えたと感じられます。慈有塾の生徒の背景は様々です。そのため、学習支援でテストの点数が取れるよ
うになることだけが大事ではなく、それと並行して心の安らぎや楽しさ、日常の苦難などを人と共にす
る時間も大事になってくると考えられます。新しい学生講師の加入や高卒認定対策講習会等のイベント
を増やすことができたのは、若い生徒にとって意味のあるものでした。 
〈反省点・課題〉 
課題点として、講師の人数確保が一番大きなものとしてあげられます。コロナ禍以降、ボランティア登



録しているものの生徒を担当してくれる講師が減少しつつあります。学生講師が加入したことにより、
滞りなく学習支援が提供できていますが、学生もいつかは卒業し、社会に出て働くステージに行ってし
まいます。さらに次世代の学生を取り込めるような循環を作り出すこと、大人のボランティア講師の新
規獲得や維持への取り組みを具体的に講じていく必要があります。 
〈今後への発展性〉 
無料塾事業を学習支援に留まらず、人との交流の場や、生徒・講師の人材育成の場としての機能を高め
ることで、寄付や助成だけに頼らない自走型の無料塾になると考えています。 
 
 
４．本活動におけるエピソード、思い、感想、等（任意） 
慈有塾に入塾する生徒の中には、虐待のようなことを現在進行形で受けている成人生徒も珍しいもの

ではありません。しかし、虐待のようなことは行政の感知できる範囲外であることが多く、成人してい
ることから支援の網から外れてしまうこともあります。そういった生徒に対して、虐待から逃れるため、
安心安全を確保するための世帯分離を提案することや、その後の生活をサポートすることも少なからず
あります。もちろん、そのようなケースについては、スタッフ間で慎重に議論し、他の支援団体と連携
やアドバイス・支援に取り組んでいます。 
このように慈有塾では学習支援に取り組む以前のサポートも重要になってきます。安全なサポートを

提供するためにも、慈有塾に専門家やスキルの高い人を配置することや、慈有塾のスタッフ自身が力を
つけていくことは大事であると考えています。また、慈有塾と似たようなサポートを行政や公的機関が
実施できるように、支援フローやサービスの開発にも目を向けていくことは、今後の支援発展に寄与す
ると感じました。 
 
 
５．学識者からのご意見、コメント、等（申請カテゴリーにて「S」が付されている団体） 
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